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青森県産業技術センター食品総合研究所

研究報告第1号 (2010)

八戸港に水揚げされたマサパとゴマサパの体長組成、胃内容物、水分含量及び粗指肪曾量について

田村亘・白板孝朗・阿部隆子・石川哲

Crude fat content in Chub mackerel (Scomber japonicus) and Spotted chub mackerel 

(Scomber australasicus) landed at Hachinohe Port in 2008 

Wataru T AMURA， Takao SHIRAIT A， Takako ABE， Satoru ISHIKA W A 

キーワード:マサパ (chubmackerel)、ゴマサパ (spottedchub mackerel )、粗脂肪 (crudefat)、

八戸港 (HachinohePort)、まき網 (roundseine not) 

平成16年以降、水産都市「八戸」で主要魚種の一つであるサバ類の水揚げが4万トン前後の水揚

げを維持し好調に推移している。平成20年の大中型まき網漁船による八戸港へのサパの水揚げは7

月末に始まり12月頃まで行われ、この問、 42，395トンが水揚げされ、 99%が加工原料(冷凍含む)と

して供給された。この八戸港に水揚げされるマサバの粗脂肪含量の測定については、当研究所(l日

青森県水産物加工研究所(青森県ふるさと食品研究センター))の設立当初から所管業務として八

戸市内加工業者の依頼に個別に対応し加工品開発を側面から支援してきたものであったが、平成18

年以降、好調な水揚げが維持されてきたことに伴い加工業者からの依頼件数の増加と情報配信の要

望が多く寄せられたことから、ぜんぎよれん八戸食品株式会社の協力を得て、水揚げされたサバ類

Aの脂質含量等について速報として県下加工業者等に電子メールよって情報配信を行っている(付表

参照)。

本報では、平成20年に情報配信したマサパ又はゴマサノ'¥(以下、「サパ類」という。)の魚体デー夕、

粗脂肪量データ等のほか、基本情報として水分含量について測定し、取りまとめたので報告する。

試験方法

1 .原料及び試料の調製

平成20年9月から12月にかけて大中型まき網漁業により八戸港に水揚げされたサパ類を原料とし

た。魚体重量毎に50g刻みで区分した。サパ類は胸鰭基部後端から頭部を落として、三枚卸しにし

た後、腹鰭を除去し、皮と腹須骨のついた状態で3尾分を一区分としてミキサーを用いて粉砕し、

粗脂肪量分析用試料とした。総分析尾数は213尾であった。

2.分析方法

供試魚はTL(全長)、 FL(尾叉長)、 BL(標準体長)、重量 (BW)について測定した。粗脂肪含

量についてはアクタックSER148を用いてジエチルエーテルによるソックスレー法により測定した。

また、水分含量は105
0

C常圧加熱乾燥法により測定した。

結果及び考察

1 .魚体組成

供試魚の尾叉長、重量範囲について図 1~4 に示した。これを見ると、供試魚であるサパ類の尾
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叉長の範囲は280mm~390mmで、重量の範囲は150g~1050gで、あった。また、マサパの尾叉長と重量

の範囲は240mm~360mm、 200g~700gで、ゴマサパのそれは280mm~380mm、 200g~1050gで、あった。

八戸港沖合に来遊するサバ類の来遊量については、独立行政法人水産総合研究センターが平成20

年7月31日、平成20年度第l回太平洋イワシ・アジ・サバ等長期漁海況予報・マサパおよびゴマサ

パ太平洋系群の漁況予報として報告しているO これによると、犬吠崎~三陸海域、道東海域に来遊

するサパ類の来遊量は、 2004年級と2007年級が他の年級群より加入が多いこと、マサパの関東以北

における年齢別尾叉長は、 1 歳魚27~30cm、 2 歳魚、29~32cm、 3 歳魚、33~36cm、 4 歳魚35cm以上と

考えられ、漁期後半に出現する O 歳魚は例年の傾向から 19~25cmと予測されること、また、ゴマサ

バはO歳魚 (2008年級群): 30cm以下、 1歳魚、 (2007年級群): 25~33cm、 2 、 3 歳魚 (2006、 2005

年級群): 29~36cm、 4 歳魚 (2004年級群) : 35cm前後以上であることが報告されているO

このことから、供試魚の尾叉長の範囲をもとに年級群を推定すると、主として2004年級と2007年

級と思われた。
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図 1調査に用いたサバ類の尾又長範囲
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図 3調査に用いたサバ類の尾又長範囲
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図 2調査に用いたサバ類の重量範囲
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図 4調査に用いたサバ類の重量範囲

2.胃内容物

加工業界には、加工原料の品質を判断する基準に胃内容物の種類がある。これは、歩留まりに影

響するほか、胃内容物種類の内容によっては身質が軟化しやすく、加工中における身割れの原因に

なるためと考えられている。

八戸港に水揚げされるサパ類の胃内容物は、付表1からその殆どは消化された後に漁獲されてい

るものの、 9月中旬以降、オキアミ及びカタクチイワシの分布に伴い、それらを捕食直後又は消化

過程において漁獲されている傾向が見られた。特に、 10月以降のカタクチイワシを捕食しているサ

バ類で、身質が軟らかくフィレーに処理時に身割れや腹須骨が筋肉から離れる状況が多く見られ

た。また、全重量に対する胃内容物を含む内臓重量の割合も高い傾向にあった。

3.粗脂肪含量

図5にマサパ、図6にゴマサパの粗脂肪量範囲を、図7にマサパ、図8にゴマサパの重量と粗脂

肪含有率との関係を示した。粗脂肪含有率は、漁期を通じてマサパは5.12~26.77%、ゴマサバは2.13

つ山



~26.20%の範囲で出現していた。また、重量と粗脂肪含有量との関係については、マサパ、ゴマサ

パともに全体では、相関は認められなかった。

このことは、平成20年は粗脂肪量の季節変動に一定の関係を示さない未成熟個体1)を含む2007年

級群の占める割合が多かったことに起因しているものと考えられた。今回調査したサパ類(原料)

から、 2007年級を含む未成魚を除いた重量と粗脂肪含有率の関係は、平成19年に実施した八戸サパ

類脂質量調査結果2)と同様に、一定の相関関係が認められた。
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図 7マサバの重量と粗脂肪の関係

30 

ま25
時 20

t 15 
喜10
累 5

0 

6/1 7/1 7/31 8/30 9/29 10/29 11128 12128 

水揚げ時期

図 6ゴマサバの時期別粗脂肪率の変化
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図 8ゴマサバの重量と粗脂肪の関係

4.水分含量

図9にマサパ、図10にゴマサパの水分含有率と粗脂肪含有率の関係について示した。これを見る

と、マサパの水分含有率は55~70%、ゴマサパのそれは55~75%の範囲で出現し、マサバ、ゴマサ

バともに粗脂肪含有率と高い負の相関の関係にあった。また、マサパとゴマサバの両種における水

分含有量と粗脂肪含有率との相関関係は類似していた。
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図 9マサバの水分含有率と粗脂肪含有率の関係
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図 10ゴマサバの水分含有率と粗脂肪含有率との関係

1.平成20年における供試魚は、 2007年級と考えられる小型固体を含むものであった。
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2.供試魚、の胃内容物の内容は、その殆どが消化されていたが、餌となるオキアミとカタクチイワ

シの分布にともない、捕食直後又は消化過程のものが多く見られた。

3. 調査(操業)期間中のマサパ及びゴマサバの粗脂肪含有量は、 5.12~26.77%、 2.13~26.20%の範

囲であった0

4.重量と粗脂肪含有率の関係には、未成熟固体を除くと昨年同様正の負の相関関係が認められ

た。

5. 調査(操業)期間中のマサバの水分含有率は55~70%、ゴマサパのそれは55~75%の範囲で出

現し、マサバ、ゴマサパともに粗脂肪含有率と高い相関の関係にあった。また、両種の水分合有

率と粗脂肪含有率の関係は類似していた。
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付表 1-1

水揚げ年月日 漁獲水夜 銘柄 全長 尾叉長 体長 重量 7イレー2枚重量内臓重量 胃内容物 粗脂肪率
2008/8/2 北緯40・45' 東経141・50'マサパ40 395.3 361. 0 336. 7 627.3 362.0 72.0 2/3(-) 14.3 

マサパ50 394.0 363.0 340.0 706.0 425.0 80.0 1/3(-) 18.6 
2008/8/5 北緯40'46'東経141'46マサノ〈小小 310.3 286. 7 268.0 328.3 203.3 34. 7 査E 24.9 

マサノ〈小 322. 7 297.0 278.0 365.0 230.3 35.0 1/3(-) 25.1 
マサノ~20 381. 0 354.7 330.0 534.0 308. 0 46.3 生怪 7.3 
マサパ40 395.3 368.0 340. 7 645.3 383. 7 71. 3 1/3(-) 15.8 
ゴマサノ刈、小 310. 7 287.3 269.3 316.3 187.3 39.7 1/3(-) 20.5 
ゴ‘マサパ小 326.0 300.3 282.3 379.0 230.0 44.0 1/3(-) 21. 0 
ゴマサパ2D 363.3 339.0 315.7 538.0 312.0 67.0 1/3 (ー) 17.2 
ゴマサパ4D 372. 7 347.7 320.3 609.3 363.3 73.0 1/3 (-) 21. 5 

2008/8/7 北緯40'37'東経141"37'マサノ〈小小 307.7 286. 7 268.0 312.7 196.0 34. 7 1/3(-) 22.9 
マサノく小 326.0 300. 7 283.0 380. 7 246.0 43.3 1/3(-) 24.5 
マサパ5D 405.0 371. 7 350.0 676.0 393. 7 87. 7 3/3(ー) 10.8 
マサパ60 406.0 372.3 353.0 744.7 413，3 125.7 3/3(-) 13.0 
ゴマサノミヤ'1"1、 310.3 286.0 265.3 336. 7 207.0 40.3 壷E 26.2 
ゴ、マサパ小 331. 7 307.3 289.7 373.3 208. 7 49.7 2/3(-) 4.5 
ゴマサバ50 368.3 350.0 330.0 659.3 395.0 87. 7 2/3(-) 26.4 
ゴマサバ6D 398.3 364. 3 342.3 734.0 431. 3 99.3 3/3(-) 20.6 

2008/8/8 北緯40'41'東経141・40'マサノ勺'1"J、 311. 5 287.0 270.5 317.5 203.0 35.5 担正 23.2 
マサノ〈小 327.3 301. 7 283.0 371. 0 235.3 43.0 銀 23.4 
マサパ4D 394.0 358. 3 338.3 605. 7 364. 7 70.3 査E 11. 9 
7サパ6D 413.3 381. 0 358.3 718.7 443.3 80. 7 1/3 (ー) 17.2 
ゴマサノミ小小 313.3 288.0 272.3 322.7 202. 3 37. 7 無 18. 9 
ゴ、マサノ叶、 331. 0 306.3 289.3 380. 7 238. 7 44.3 査E 23. 7 
ゴマサバ50 400.3 366.3 344.3 676.7 406.3 90. 7 2/3(-) 19.0 
ゴマサパ60 398.5 366.0 346.5 724.0 449.0 91. 0 畳正 20. 5 

2008/8/11 北緯40'48'東経141"31'マサパ小小 322.3 298.3 278.3 320. 7 195.7 31. 3 1/3 (一) 13.6 
マサノ~20 366.0 339.0 316. 7 508. 7 322.3 46.3 1/3(-) 15. 1 
マサバ4D 391. 3 361. 0 338.0 630.3 395. 7 61. 7 2/3(-) 16.6 
ゴマサノvJ、小 312.0 294.7 277. 7 311. 0 195.7 31. 0 蛙 13.5 
ゴマサパ20 360.3 338.3 320.0 508.0 322.3 54.0 無 14.9 
ゴマサパ40 375. 7 348.0 327.0 604.0 395. 7 68. 3 生正 23.2 

2008/8/13 北緯40'44'東経141"28'マサノ〈小小 318.7 295.3 275.3 322.3 196.3 37.3 査正 15.6 
マサノミ小 332.0 306.0 288.0 371. 3 228.3 41. 7 無 19.0 
マサパ50 400.0 364.5 344.0 686.0 414.0 93.0 1/2 (不明) 17.0 
マサパ70 418.5 382.0 359.5 774.0 488.5 74.0 査If 18.0 
ゴ、マサノ〈小小 330.0 306.0 286.0 323.3 187.0 45.0 2/3 (魚) 3.8 
ゴ、マサパ小 324.0 299.3 282.0 370.0 214.7 59.0 3/3 (魚) 18.0 
ゴマサパ40 382.3 350. 7 329.3 635. 3 378.3 86.7 無 19.7 
ゴマサパ6D 392.3 360.0 358. 7 704.0 415.3 100.7 生正 24.1 

2008/8/28 北緯40'44'東経141回 28'マサノ〈小小 319.0 295.0 277.7 312.0 190.7 30.0 査If 9.6 
マサノく小 342.3 318.3 298.0 397.3 249.3 37.3 無 18.3 
マサパ30 389.0 356.0 334.0 568.0 350.5 56.0 1/2 (不明) 17.0 
ゴマサパ小小 306.3 283. 7 266.0 267. 7 159.7 27.7 1/3 (不明) 18.0 
ゴマサパ4D 385.3 355. 7 332. 7 615.3 373.0 74.0 2/3 (不明) 19. 1 

2008/8/30 北緯40'41'東経141"56'マサバ2S 325.3 299.7 283.3 328. 7 189.3 27.0 無 13.0 
マサパ30 388.0 357.5 337.5 572.0 343.0 46.5 盈壬 15.6 
マサパ4D 390.0 360.0 343.5 631. 0 378.5 71. 0 1/2 (沖アミ) 18.2 
ゴマサノ~2D 371. 7 344.0 328.0 540.0 309.3 55.0 2/3 (沖アミ) 16.9 
ゴマサパ40 377.3 346.3 334.3 633.3 385.0 88.0 1/3 (魚類) 24.0 

2008/9/2 北緯40'42'東経141"50'マサバ2S 331. 3 305.0 286.0 340. 7 210.0 26.3 無 14.2 
マサバ30 394.3 361. 7 339:3 576. 7 348.0 49.7 1/3 (不明) 18.2 
マサパ40 404.0 370. 7 348.3 637.3 387.0 59.0 査延 15.0 
マサパ60 410.0 373.3 351. 0 725.0 440.3 67.0 盈E 22.9 
ゴマサパ40 385.0 353. 7 333.3 624. 7 369.7 67. 7 壷王を 16.4 

2008/9/6 北緯40'40'東経141"51'マサパ20 387. 7 354. 7 333.0 522. 7 320. 7 199.3 無 10.5 
マサパ30 399. 7 366.7 347.0 570.0 350.0 58. 7 査正 15.2 
ゴマサノ~20 377. 3 345.0 323.0 524.0 309.3 54.0 壷If 14.0 
ゴマサバ3D 387.3 353.0 334.3 562. 7 342.0 57.3 1/3 (沖アミ) 17.4 

2008/9/8 北緯40'50'東経141・31'マサパ中 346.0 312.5 296.0 408.0 256.0 44.5 無 22.4 
マサパ40 393.5 361. 5 340.5 632.0 376.5 76.5 童正 20.1 
ゴ、マサバ中 359.5 329.0 310.0 438. 5 241. 5 48. 5 1/2(沖アミ) 6.8 
ゴマサバ50 398.5 361. 0 343.0 665.0 382.5 85.0 無 20.4 

2008/9/8 北緯39'18'東経142'06'マサノミ中 342.0 318.0 302.5 429.0 272.0 44.5 査E 19.4 
マサパ大 360.5 335.0 317.5 467.5 292.5 39.0 無 24.8 
ゴマサノ~S 343.0 319.5 300.5 354.5 214.5 24.5 鉦正 2.1 
ゴマサパ虫 355.5 329.0 312.0 405.5 245.0 29.0 壷延 7.5 

2008/9/13 北緯40'45'東経141・50'マサバ2S 324.3 304.0 273. 7 333.2 198.5 25.0 無 20.4 
マサノ~S 327.3 305.3 276.0 359.0 216.0 30. 7 査正 12.5 
マサバ50 388. 7 365. 3 335.0 665.3 397.5 60.5 1/3 (魚類) 21. 8 
マサパ6D 404.7 371. 3 339.3 724.7 437.0 79.0 査正 26.2 
ゴマサノく小 320.3 301. 7 276.0 378.0 236.0 53.3 無 20.2 
ゴマサバ3D 372. 7 355.0 325.0 560.5 325.0 61. 3 生正 11. 7 
ゴマサバ40 378.0 357. 7 330.0 629.0 352.7 72.8 2/3 (魚類) 18.7 

2008/9/16 北緯40'41'東経141・50'マサノ王2 321. 7 300.3 272. 7 328.5 203.2 32.3 無 18.9 
マサノ~S 331. 0 310.3 279. 7 364.5 228.3 35.0 2/3 (魚類) 18.0 
マサパ30 388. 7 365.0 335. 7 561. 7 345.8 48. 0 2/3 (魚類) 9.2 
ゴマサパ20 365.3 340.0 310.0 533.8 331. 8 62.2 無 22.9 
ゴマサパ30 380.3 353.3 326.3 568.8 345. 7 66.0 生正 15.6 
ゴマサバ40 387.3 357.3 325. 7 609. 7 373. 7 71. 0 1/3 (魚類) 18，8 

2008/9凡吾 五緯 40'40'東経 1410 52' ゴマサパ2S 324.0 301. 3 295.3 331. 0 200.0 28.3 無 8.1 
ゴマサノ~S 339.0 313.7 290.3 380.0 226. 7 37.3 壷E 11. 3 
ゴマサパ30 373. 7 346.3 321. 7 576. 7 353.0 71.0 壷亜 22.6 
ゴマサバ40 377.0 348. 3 327.0 606. 7 377.0 73.0 無 23.3 

-5 -



付表 1-2

水揚げ年月日 漁獲水環 銘柄 全長 尾叉長 体長 重量 7イト2枚重量内臓重量 胃内容物 粗脂肪率
2008/9/30 北緯40

0

48'東経141固 38'マサパ2S 314. 7 295.3 262.0 313.3 186.7 31. 7 壷正 13.4 
マサノ'S 320.3 299. 7 268. 7 374.0 223.3 47.7 1/3 (アミ) 16.4 
マサパ中 337.7 317.3 304.0 421. 0 261. 7 50.3 無 21. 2 
マサパ大 349.7 319.7 299. 7 468. 7 291. 0 54.3 1/3 (アミ) 22.9 

2008/10/6 北緯40
0

40'東経141'51'マサバ2S 323.3 301. 3 274.0 320. 7 188.0 30.7 3/3 (魚類) 17.5 
マサノ'S 329.0 、307.3 284.3 373.0 232.3 32.0 2/3 (魚類) 17.3 
マサパ虫 335.0 317.0 286.0 431. 3 266.0 37.0 3/3 (魚類) 23.2 

2008/10/11 北緯40
0

29'東経141
0

59' '7サバ2S 333. 7 305. 7 286.0 340.7 209.3 31. 7 1/3 (アミ) 15.0 
マサパ中 345.0 317.0 296. 7 428.3 266.0 50.7 2/3 (魚類) 23.3 
マサバ4D 400.0 364.7 341. 7 612.3 371. 3 59.7 2/3 (魚類) 16.0 

2008/10/14 北緯40
0

41'東経141固 52'マサノ'2S 330.3 304.0 284. 7 322.3 184.7 31. 0 1/3 (魚類) 13.7 
マサノ'S 340.3 311. 3 291. 7 359.0 208.3 40.0 2/3 (魚類) 15.9 
マサパE 350.3 319.0 301. 7 422.0 252. 7 41. 3 3/3 (魚類) 21. 2 

2008/10/18 北緯40
0

42'東経141固 35'マサパ3S 314.7 288.3 270. 7 273.0 165.0 29.3 1/3 (頭足類) 10.8 
マサパ2S 327.3 299. 7 278. 7 329.3 195.3 36. 3 3/3 (魚類他) 17.4 
マサノ'S 335.3 307.7 288.3 365. 7 231. 3 36.0 1/3 (魚類) 21. 5 

2008/10/21 北緯40
0

46'東経141固 32''7サパ2S 321. 0 297.0 271. 0 309.3 189.7 29. 7 無 11. 8 
マサノ'S 333.0 306.0 283.0 365.7 223. 7 34.3 狙E 16.2 
マサバ中 332.0 306. 7 282.3 417.7 255.0 42.3 鉦 19.6 

2008/10/31 北緯400 46'東経1410 49'マサパ2S 319.0 303.0 278.0 334.0 211. 0 30.0 1/3 (魚類) 14.5 
マサノ'S 331. 0 315.0 293.0 368.0 234.0 30.0 壷正 18.7 
マサバ中 341. 0 298.0 298.0 428.0 279.0 37.0 無 21. 6 

2008/11/6 北緯400 35'東経1410 58'マサパ2S 322.0 311. 0 284.0 330.0 194.0 23.0 主E 9.9 
マサノ'S 331. 0 312.0 284.0 374.0 220.0 27.0 鉦 12.9 
マサバ中 348.0 328.0 304.0 440.0 270.0 36.0 無 18.4 
マサパ大大 353.0 341. 0 319.0 531. 0 332.0 52.0 生E 24.0 

2008/11/7 北緯400 23'東経1420 03'マサパ2S 335.0 313.0 285.0 326.0 198. 0 29.0 1/3 (魚類) 10.5 
マサノ'S 332.0 313.0 293.0 373.0 236.0 34.0 2/2 (魚類) 20.2 
マサパE 340.0 316.0 293.0 403.0 252.0 39.0 2/3 (魚類) 20.0 

2008/11/11 北緯400 23'東経1420 03'マサバ3S 314.0 293.0 276.0 276.0 168.0 21. 0 無 14.6 
マサバ2S 322.0 305.0 284.0 284.0 202.0 27.0 生E 20. 5 
マサノ'S 333.0 313.0 295.0 295.0 225.0 33.0 1/3 (魚類) 21. 7 

2008/11/12 北緯400 27'東経1410 59' '7サパ2S 314.0 291. 0 275.0 307.0 167.0 44.0 3/3 (魚類) 11. 2 
マサノミS 343.0 317.0 304.0 413.0 218.0 76.0 3/3 (魚類) 12.9 

2008/11/14 北緯400 27'東経1410 40'マサノ'S 315.0 298.0 273.0 366.0 205.0 62.0 3/3 (魚類) 16. 1 
マサパ中 334.0 313.0 289.0 416.0 219.0 89.0 3/3 (魚類) 13.3 
マサパ大 339.0 317.0 292.0 464.0 246.0 95.0 3/3 (魚類) 17.8 

2008/11/15 北緯400 33'東経1410 59'マサパ2S 319.0 292.0 270.0 312.0 162.0 57.0 3/3 (魚類) 11. 2 
マサノミS 320.0 296.0 277.0 347.0 185.0 69.0 2/2 (魚類) 14.7 
マサパ虫 338.0 310.0 291. 0 226.0 226.0 69.0 2/2 (魚類) 20.1 

2008/11/26 北緯400 26'東経1420 01'マサノ'S 319.0 299.0 280.0 365.0 200.0 71. 0 3/3 (魚類) 15.4 
マサパ中 324.0 307.0 282.0 418.0 223.0 96.0 3/3 (魚類) 19.9 
マサパ大 340.0 318.0 297.0 478.0 270.0 88. 0 3/3 (魚類) 21. 0 
マサノ屯llD 414.0 385.0 365.0 1002.0 554.0 220.0 3/3 (魚類) 26.1 

2008/11/27 北緯400 35'東経1410 59'マサノ'S 318.0 296.0 279.0 380.0 210.0 77.0 3/3 (魚類) 17.8 
マサパ中 330.0 306.0 290.0 423.0 237.0 80.0 3/3 (魚類) 18.0 
マサパ大 342.0 322.0 305.0 506.0 288.0 97.0 3/3 (魚類) 22.0 

2008/11/28 北緯400 33'東経1410 59'マサノ'S 320.0 298.0 282.0 376.0 216.0 66.0 3/3 (魚類) 19.0 
マサパ中 330.0 310.0 297.0 417.0 248.0 70.0 3/3 (魚類) 17. 1 
マサパ大 337.0 320.0 305.0 517.0 298.0 100.0 3/3 (魚類) 22.0 

2008/12/2 北緯400 29'東経1410 59'マサノくS 320.0 296.0 281. 0 376.0 207.0 76.0 3/3 (魚類) 20.9 
マサパ中 327.0 305.0 289.0 411. 0 223.0 84.0 3/3 (魚類) 19.2 
マサパ大 309.0 309.0 294.0 460.0 269.0 85.0 3/3 (魚類) 26.8 

※魚類は力事ヲチイワシ

サパの銘柄別重量

銘柄 重量 (9)
3S ~300 

小小(2S) 300~350 

350~400 

中 400~450 

大 (1D) 450~500 

大大 (2D) 500~550 

3D 550~600 

4D 600~650 

5D 650~700 

6D 700~750 

7D 750~800 

8D 800~850 

9D 
『

850~900 

10D 900~950 

11 D 950~1000 

-6 -

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

